　死刑制度は、廃止されるべきであると考える。なぜなら、裁判は冤罪の可能性があるため、無実の罪で死刑になる人がいるかもしれないからだ。実際に、1983年の免田事件など、一度死刑が確定してから無罪になった例もある。冤罪の可能性がある以上、死刑制度が存置されるのは危険だと思う。
また世論では、死刑を廃止すれば被害者の気持ちがおさまらない、という意見があったが、そもそも刑罰は加害者に責任追及するものであるので、被害者の感情を根拠に死刑制度を存置するのには問題があるのではないかと思う。
　さらに、犯罪が起こる背景には、加害者の生育環境が影響している。犯罪を犯した者の責任は重いが、生育環境にも原因がある以上、責任追及のために生命を奪うのはあまりに残虐なのではないかと思う。そこで、死刑制度の代わりに仮釈放なしの終身刑を採用するという意見もあるが、どんな人にも更生の可能性があると思うので、更生の可能性があると判断された人は、社会復帰できる仮釈放の制度を維持した無期懲役を最高刑にするのがいいと思う。
　このような理由で、死刑制度は廃止されるべきである。
